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総合的な音楽力を高める授業づくりの実践
-創作と鑑賞の授業を通してー
学習開発コース (11220901) 板垣和子
Some teaching methodologies to foster a comprehensive foundation in music skills and 
understandings over a lifetime among students in terms of music appreciation， creation and 
expression were explored and put into practice. In this research， creative activities were intended to 
include learning activities of appreciation and expression and were practiced in a classroom lesson. 1 
would like to revea1 that this classroom practice will resu1t to a creation of positive environment of 
1e町ning，accompanied by the students' sense of accomplishment and high motivation of 1earning 
which will1ead to forming foundation in music skills and a life-1ong 10ve of music. 
[キー ワー ド] 創作・表現・鑑賞の学習， 音楽の授業， 総合的な音楽力， 生涯学習
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在と研究の目的
人は音楽と触れ合うことで，無意識のうちに自
分の心を癒し，自ら活力を与えようとしている。
高校の音楽の授業の中で，音楽との出会いに関わ
る印象深い感動体験がどのくらいできるか，さら
に幅広い分野の音楽を受け入れられる素地や，
様々な楽しみ方の基礎を身につけられるかが，生
涯音楽を愛好していくための大きな鍵である。
これまでの自らの授業や授業参観を通して感じ
ることは， I生涯音楽を楽しんでいけるような生徒
の育成」をあまり意識していなかったので、はない
かということである。ただただ目の前の短期的な
目標を達成するべく努力してきたような気がする。
もっと長期的な見通しをもった，単に芸術の分野
だけに限らない「豊かな人間性の育成jを目標と
した授業の展開が重要であると考える。自分の意
見を一方的に主張するのではなく，他人の意見を
柔軟に受け入れ，お互いに認め合い，仲良く共存
していけるような「豊かな人間性jが今，強く求
められている。よって，これらを踏まえ，授業に
おける問題点を次のように考えた。
①知識理解や技術の習得がどのように学習の内容
と結び、ついていくのか，その流れが生徒に対して
明確に示されていなかったことである。展望がは
っきりと見えることによって，もっと学習意欲を
喚起することができると考える。
②学習内容には，その耕オを選択した必然性が必
要である。「なぜ今この作品を取り上げるのかJ，
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前後の学習と相まって，関係性が明確であれば，
より学習の効果が期待できると思われる。
また，創作，表現，鑑賞も互いに深い関連性を
持ち，全ての学習内容がつながっている必要があ
り，学習によって得られた知識を様々な場面に応
用させていくことが，総合的な音楽力を向上させ，
結果として生涯学習につながっていくと考える。
@学習内容についての理解を深めるため，お互い
に批評し合うなどの「言語活動Jが求められてい
るが，それが単なる個人の考え方の羅列に終わり，
適切な関係性を維持できないことが少なくない。
「他人の意見に対して，自分はどんな理由でどう
思うのか」を明確に述べることができるような生
徒を育てることが求められる。
④音楽鑑賞において，取り上げる作品のジャンル
や時代の範囲が狭く，全体を網羅していなかった
ことである。偏りのないバランスのとれた幅広い
作品の取り上げ方の検討が必要である。
(2)研究の方法
上記のような問題を解決することを巨標として，
創作(歌曲の作詞作曲・発表)と音楽鑑賞を中心
とした授業を行った。特に音楽鑑賞については，
毎時間65分授業の中の 15分を活用し，時には65
分全部を使って計画的に幅広い音楽を取り上げた。
いずれの題材についても，必ず官見を述べ合う
場面を設定し，考えを共有できるようにした。独
りよがりにならないというだけでなく， I豊かな人
間性を養うJとし寸意味からも，生徒が互いに積
極的に関わらざるを得なくなるような授業の組み
立ては，非常に重要であると思われる。時として，
生徒の新鮮なものの見方が教師にとって大きな発
見につながることもあり，教師，生徒の双方にと
って大変有意義である。
2.先行研究の検討
(1)宮下俊也・岩田真理 (206)は，鑑賞教育につ
いて， r日本では従来，鑑賞の目標は 『音楽がわ
かるということ』であり，そのためには『作者の
意図と音楽の構造および内容がわかることが必要
である』とされてきた。しかし，鑑賞と内容の認
識の)1頃序を逆転させ， w内的世界の生成』を促して
いくことから入り，学習が終了するまで一貫して
それをベースに敷き続ける授業スタイルもきわめ
て有効であるj と述べている。
「内的世界の生成jとは， r音楽の表現に新しい
響きと意味を発見し，自らの思考と経験を作りか
えることJを意味している。
プレゼンテーションIにおいては， r作品の内容
について学習してから鑑賞すると，より深く楽し
むことができるJことを述べた。
しかし，教材によっては， 余計な固定概念のな
いまま，*制宇に鑑賞することも， r評価」や「批評J
など言語活動を充実させていく上で3 非常に重要
なことである。
(2)阪井恵 (206)は， r音楽科教育は音を聴く
ことをどのように考えてきたか Jにおいて， r 
第6次学習指導要領 (1989)以降， w創造的活動
と連動した鑑賞のあり方』が取り上げられるよう
になってきたO 質の高い授業のためにも， 音自体
や表現媒体への注目も生かしj続け，領域どうしの
関連を一層強めた学習活動の推進が望まれるJと
述べている。
音楽を聴くことによって，様々な音楽の基礎や
良いところをたくさん学び，それを倉U作活動にも
生かしていくというのが，私の考え方であり，阪
井の考え方と合致する。
(3)小笠原 勇美 (1992)は，r高等学校音楽科教
育における伝承音楽の取扱いについての一考察j
において， r日本の音楽は3 日本人の生活感情・美
的感覚・精神から生まれたものである。表現や鑑
賞の活動を通して，その良さに触れさせ，理屈よ
りもまず感覚的にとらえさせることが大切である。
美しいものを美しいと感じて感動し，崇高なもの
に感動する心を育成することが大切であるj と述
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べている。
実際に扱ってみると， 日本人であるが故に，感
覚的にしっく りくる部分も多く，非常に取り上げ
やすい音楽である。それをスタート地点として，
各々の生徒が興味のある方向に学習を進めていく
ことで，生涯学習につながっていくと考えられる。
3.実践と結果(明らかになったこと)
(1)授業実践I
プロレゼンテーションIにおいて， r旋律創作Jの
授業実践の成果として，r生徒の達成感の大きいこ
とJr読譜力と視唱力の向上につながることJが明
らかになった。
今年度は，勤務校 (山形県立S高等学校)にお
いて， 4月から計画的に短い旋律創作・発表の学
習を積み上げ，8月末から9月末に次のような創
作の授業を行った。
自分の日常の思いを基に，これまでの学習内容
を生かしながら，オリジナルの歌曲を作り，自分
で歌って発表し， 鑑賞 ・批評し合うことがねらい
である。
題材名 日常生活の中で印象に残ったことを内容
にして歌曲を作り歌ってみよう。 (9時間計画)
目標
第1時 |既習曲を歌うことにより， メロディーラインが
シンブツレで美しく，曲の形式も単純であること
を理解できる。 演歌特有の形も理解できる。
第2時 |日常生活の身近な内容で詩を書き，自分の思い
を表現することができる。
第3時 |言葉の抑揚に合うリズムを考えながら，詩全体
第4時 |にリズムをつけることができる。
第5時 I !Jコーダ}を使いながら，音程をつけ，曲をイ乍
第6時 |ることができる。
第7時|より歌いやすくなるように自分憎正し5鰍
に清書し， 速度記号，発想記号， 強弱記号をつ
け，詩とカットを書き完成することができる。
第8時|作った歌曲を自分首相し，教師のアドバイス
を参考にしながら堂々と歌えるようになる。
第9時|作った曲を全員の前で堂々と発表し，お互いに
鑑賞 ・批評しあうことができる。
図1 作品発表の場面
<生徒の感想から>
(できあがった自分の作品について)
-ゆったりとしたりズムで合唱曲のように仕上
げられたと思う。基本を押さえてオーソドッ
クスに仕上げることができた。
-思いを伝えられる作品だった。繰り返しの時
にはちょっと変化させて表現し，自分の思い
描いていたものができたと思う。
(発表について)
・恥ずかしがらずにしっかり歌うことができた。
それでも周りの人を超えることができなかっ
たと思う。もう少し，はっきりと強弱をつけ
るべきで、あったし，テンポも少し速くなって
しまったo
-そこそこ大きな声で発表することができた
ι思う。こういう発表が苦手な自分にとって
は，発表ができたこと自体が奇跡だったと，思
う。音程は外したが，最後まで歌えたのでい
いと思う。
<生徒の感想から考えたこと>
感想から，強弱記号や音程，テンポなど自分が
楽譜に書いたものをしっかりと生かして演奏し，
自分の思いを聴いている相手に伝えようとしてい
る態度が感じられる。楽譜は形として残り大きな
自信として心の支えになっていくと思われる。
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図2 作詞作曲の作品例
(2)授業実践E
「音楽鑑賞のレノfー トリーを広げる」という
調芭に基づき，調搬的・計画的に鑑賞を行ったO
次の例はその一つで、あるO
題材名 情景を想像しながら，音楽を味わおう
~ 日 標
第1時 アンリ・カザリスの詩を読みながら，サン・
サーンスの「死の舞踏」を聴き 3 詩の内容
と音楽の関係を考えながら味わうことがで
きる。内容を書き留めてから，話し合うこ
とができる。
第2時 デ、ユカスの「魔法使いの弟子jを同名のス
トーリーの内容と合わせながら聴くことが
できる。感想を書き留めてから，話し合う
ことができる。
第3時 武満徹の「鳥が道に降りてきたjを作曲者
の解説を踏まえながら聴くことができる。
感想、を書き留めてから，話し合うことがで
きる。
アンリ・カザリスの詩 「死の舞踏J
ジグ，ジグ，ジグ。睡で拍子をとりながら，死は叩く墓の石。
死が真夜中に弾く蹄りの調べ。ジグ，ジグ，ジグと，ヴィオロンで。
冬の風は叫び，夜は暗い。菩提樹から高まる附き声。
青白い骸骨が隙間をよこぎり，大きなマントをまとって走り踊る。
ジグ，ジグ，ジグ。人はみな震えおののこう。
踊り手たちの骨のかち合う音さえ聴けlえ
しっ! 突然踊りは11::み，彼等は押し合い逃げていく。暁¢鶏が鳴
いたのだ。
<第1時の生徒の感想から>
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①音の表現のしかたについて
・強弱をつけることで，ストーリーの切れ目がわ
かるようになっているところが面白かったO
②情景・場面について
・鶏が鳴し1た後，わたわたと逃げ帰るところが面
白かった。最後の最後に開こえた音は，墓に帰
った骸骨の動きで，少し墓石が「カタン」と動
いた様子を想像した。
-真夜中の雰囲気が出ていて現実的な感じを味わ
えた。終盤に骸骨たちの慌てる様子が激しい音
の動きでわかった。
③楽器の音について
.ヴァイオリンの音が多彩でその場面ごとに弾き
方が変わっていて面白かったO
「魔法使いの弟子」のストーリー
見習いは命じられた水汲みの仕事に飽き飽きして，箸に魔
法をかけて自分の仕事の身代わりをさせるが，見習いはま
だ完全には魔法の訓練を受けていなかった。そのためやが
て床一面は水浸しとなってしまい，見習いは魔法を止める
呪文が分からないので，自分に箸を止める力がないことを
思い知らされる。絶望のあまりに，見習いは蛇で箸を2つ
に割るが，さらにそれぞれの部分が水汲みを続けていき，
かえって速く水で溢れ返ってしまう。もは明共水のような
勢いに手のつけようが無くなったかに見えた瞬間，老師が
戻ってきて，たちまちまじないをかけて急場を救い，弟子
を叱り付ける。
<第2時の生徒の感祖から>
-音を大きくすることで，見習いがパニックになっ
ている様子が表現されていると思った。また，音
の大きさで，場面の変化を表している。曲の後半
では，見習いのどうしようもなく絶望している様
子が伝わってきた。全体的に聴いていて楽しいと
思った。
・ファゴ、ツトの音が跳ねるようなリズ、ムで、踊ってい
る様子を表現している。序盤，フルート， トラン
ベット，グロッケンなどの高音楽器でフk浸しにな
る様子を表現している。進むにつれて，どんどん
中低音楽器が加わっていって，水の溢れかえり方
がひどくなってし1く様子を表現しているように
聞こえる。
<第3時の生徒の感想から>
-静かな雰囲気。 鳥が道を歩いている様子や飛んで
いる様子が伝わってきた。微妙な音の変化や独特
なリズムが鳥をよく表現していた。森の中で静か
で優しい。ビオラのゆったりした感じとピアノの
あまり主張しないような感じが上手く合ってい
た。少し枯れた森，薄暗く背の高い木々が左右を
わからなくし，ただただ何処までも森の続く世界。
<生徒の感想から考えたこと>
ただ「面白しリとか「好き嫌し¥Jではなく，様々
な音楽を受け止め3積極的に聴こうとする姿勢が感
じられる。音楽の流れをただ聴くだけでなく，情景
を想像したり，オーケストラの楽器の使い方に目を
向けたりしながら豊かな観点で鑑賞することがで
きた。「標題音楽」はとらえやすく，鑑賞の入口と
して適している題材である。同時に奥は深く，楽し
み方は多様である。
(3)授業実践皿
1学期に琉球音階を使った創作を行い，日本の音
階と民謡についておおまかな学習をした。その際，
郷土の民謡，中でも代表的な「最上川舟唄jについ
て学習したいという声が多数あり， 10月に勤務校
(山形県立S高等学校)において，次のような授業
を行った。
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題材名 最上川舟唄を味わおう (3時間計画)
1-.... 1 目標
第 1 1.最上川舟唄の歌詞の内容を通して場面のイメ
1 1ージを膨らませ，親しみを持って鑑賞することが
時 lできる。
2. プロの演奏に合わせて，掛け声明雄子の部分
を歌うことができる。
第 11.最上川舟唄の成り立ちについて学習しその
2 1過程や苦労に思いを馳せ，大切にしていく心を養
時|う。
2.最上川舟唄の掛け声とボノレガの舟唄の掛け声
を比較し，共通点とそれぞれの良さを理解するこ
とができる。
第 1 1. I江差追分JI八木節JI安来節」を内容や様
3 1式などに興味を持ちながら鑑賞することができ
時!る。
2.山形県民の歌「最上)IJをその情景を思い浮
かべながら歌うことができる。
図3 参考にした最上川舟唄の場面風景画
(r山形新聞J1970年12月9日付朝刊より)
図4 絵馬を過して，股大根のイメージを学習
http://tek2.up.d.seesaa.net/tek2/image/daikoku_10_0 
1_010.JPG?d=aO 
「練習譜J
「一見複
郷土の文化を理解させるという意味があったO
第1時に，最上川舟唄の歌調から歌の場面を想
像する授業を行ったが，非常に取り組み方が熱心
で，自由で柔軟な発想がたくさん見られた。細か
い内容に触れる前の学習のタイミングが良かった
と思われる。音楽作品は，作品が世に出た後は「演
奏者の解釈」に委ねられる部分が大きく，どのよ
うに演奏するかは演奏者，聴衆の双方にとって一
番興味深い部分である。それを経験できたことに
は大きな意味がある。
また，生徒にとっては，股大根(まっかんだい
ご)や達者(まめ)でろちゃなど，これまで知ら
なかった言葉との出会いが極めて新鮮で、あったO
また， I山形県人として，郷土の文化をしっかり
理解し継承していきたいJとしヴ意気込みも見ら
れた。「民謡は古くさい，つまらない」という感覚
は，生徒の意識の中から取り除くことができたと
思う。
「はやし」や「掛け声」の部分を実際に歌わせ
たが，大きな声で表情豊かに歌うことができた。
歌詞の内容にふさわしい歌い方の工夫，元になっ
たと言われている「ボ、ルガの舟歌」の「掛け声」
との比較など，いろいろ考えながら実際にやって
みたことも意義が大きい。
また，今回は教材研究の段階で，実際に私が最
上川の舟下りを経験し，その4葉子をDVDにして，
授業の中で使用した。船頭さんが歌っているとこ
ろや歌詞の解釈，舟下りの様子， ) 1の流れる様子
などを実際に見せたことにより，臨場感があり，
伝わるものが大きく，興味を持たせるのに非常に
効果的であった。手作りの視聴覚耕オは，生徒に
注目させるためにも，また，教師の事前の耕オ研
究において授業のポイントを明確にしたり理解を
深めたりするためにも大きな役割を果たすことを
実感した。
なお，この題材については，教職専門実習固に
おいて，山形県立H高等学校でも取り上げた。こ
こでは， 1学期の学習がなくホ制半に3時間計画の
みの民謡の学習になった分，やや必然性に欠ける
一面もあった。生徒にとっては唐突な取り上げ方
の学習になったが，最上川舟唄については，導入
の部分から興味をひきだすことができて，充実し
た学習になった。
{也に特筆すべきは， I江差追分Jの
についてで、あった。非常に興味を持ち，
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図5 生徒が考えた「最上川崎唄Jの場面の設定例
<生徒の感想から>
。最上)1舟唄について
-普段聴かないので新鮮に思えた。
・歌詞の内容が分かってなるほどと思った。昔の
人の生活を振り返ることができた。実際に歌え
て楽しかった。最上川の舟下りをしたことを思
い出した。
-股大根(まっかんだいご)や達者(まめ)でろ
ちゃなど，知らなかった言葉との出会いがあり，
とても新鮮だった。
。安来節について
・リズミカノレで、聴きやすかったO 打楽器が印象的。
どじょうすくいを踊っている人が楽しそうだっ
た。まねしたい0
・八木節様式はリズムがはっきりしていて，踊り
ながら歌うのが楽しそう。馴染みゃすい。
。江差追分について
-江差追分の合いの手一「ソイ」が印象に残った。
追分様式は節回しが複雑で歌うのは難しそう。
楽譜が面白い。わかりやすい。練習譜の作りだ
けで，表現の幅を理解できるのがすごい。趣が
ある。
。民謡全般について
-地域によってさまざまな斬蜘鴻る。靴りがで
できて面白い。いろいろ比べて聴いてみたい0
.楽器を使う民謡と使わない民謡がある。
'2つの様式を併せ持つ最上)1舟唄が一番味があ
ると思う。
・掛け声や合いの手が楽しい。
-山形県や他県の民謡をもっと聴きたい。
<生徒の感想・授業の様子から考えたこと>
生徒の日常の生活の中では，民謡を聴くことは
ほとんどなくなっているという実態がある。しか
し学習したいとしづ生徒の声もあり， I最上川舟
唄」を取り上げた理由には，音楽だけではなく，
雑であるが，節目しを端的にわかりやすく表現し
ている」という感想が多く見受けられた。
また，子どもから老人まで，すべての年代がと
もに地域をあげて民謡の練習に取り組んで、いる姿
にも注目している。山形県においても， r最上川舟
唄全国大会Jが複数の場所で開催されているが，
まだ普通一般の人達みんなが「最上川舟唄jを覚
えるところまでは浸透していない。
このタイミングの生徒との会話の中で， r何か生
活に浸透 ・密着している歌はなし1かJというやり
取りがあり， そこで、「子守唄Jとしづ声があがっ
た。それに応えて， 3時間計画で「子守唄」の授
業を行った。次の授業実践IVである。
(3)授業実践W
題材名 子守唄を味わおう (3時間計画)
~ 目 襟
第 山形県内に伝わる子守唄を楽譜を見ながら歌い，歌
1 詞についてわかる言葉を手掛かりに解釈することが
時 できる。寝させ唄と守子唄の違いを意識し， 唄にふ
さわしい表現を工夫しながら歌うことができる。
第 作曲家が作った子守唄を楽譜を見ながら発想記号な
2 どを生かして表情豊かに歌うことができる。寄れ、継
時 がれてきた子守唄との違いを考えることができる。
第 子守唄の特性として I必要に応じて臨機応変に歌
3 う」左いう点に気づかせる。「ぼくのこもりうたJの |
時 替え歌を作り 3 リレ一方式で即歌う。西洋の子守歌
と日本の子守歌を比較することができる。
第1時に取り上げた子守唄は次の通りである。
曲名 地方 歌い出しの寄焔司
酒田地方の子守唄 沼田 ねんねんこんこんやや
ねんねんおんもりや 北村山 ねんねんおんもりや
子守り口説き 最上 いちにやこわいもの
安楽城 こもりこのやくよ
鶴岡の子守唄 鶴岡 ねんねこねんねこ
ねんねこょ やじのな
かのしろいんこ
ねんねんこつこ 西村山 ねんねんこつこ
さんねんこつこ さんねんこつこ
さがやのこんもりこ
西置賜地方の子守唄 西置賜 オンパエヤレヤレ
オンパエヤレヤ
歌い継がれてきた子守唄については， ほとんど知
識がなく，生徒たちにとっては，初めて聴く曲であ
り，非常に新鮮な印象を与えた。今まで聞いたこと
のない「方言jが出てきたり，色々な「リフレイン
される響きの良い言葉」が出てきたり，歌詞の解釈
をするのも大変楽しい学習であった。
様々な動物が子どもにとっての怖い存在として
出てくるが， 中でも「鶴岡の子守歌Jの 「しろいん
こjは 「白い犬」であり，生徒にとって意外性のあ
る歌調であったO
子守歌は内容，長さともに歌いやすく，表現の工
夫をするのに適している教材である。
第2時では， r童神Jr子守唄 (圏伊玖磨)J r風
の子守歌」を取り上げた。歌し1継がれてきたものと
は違う「穏やかな美しい景色Jや 「余裕のある穏や
かな優しい気持ちjが感じられたりで，違いを把握
することができた。
第3時では， 30年前「みんなのうた」 で取り上
げられた「ぼくのこもりうたJを歌い，さらにグル
ープごとに異なる替え歌を作り，リレーのように歌
って旋律の美しさと昔話のよ うに臨1鋤芯変に少し
ずつ変化させ，子どもが飽きないように歌う楽しさ
を味わった。
おやすみ僕の頭たくさん考えて疲れたね
明日も課題よろしくねそれではお休みまた明日
図6生徒が作った「ぼくのこもりうたJの替え歌の例
<生徒の感想から>
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・子守歌はとても優しいものだと思っていた。しか
し， 今日学習した子守歌は，歌詞がとても斬新で，
結構ネガティブな歌が多い気がした。自分がイメ
ージしていた子守歌と違い，とても驚いた0
・全体的に方言ゃなまりがあって3 独特な感じがし
た。比較的古いものが多いと思う。 今までは， 子
どもを寝かせる歌が子守歌だと思っていたが，歌
詞を読むと，泣き止ませるというイメージの方が
強くなった。
・子守歌は寝かせ歌だから優し 1イメージがあった
が，子守り口説きなどは意外な歌詞で驚いた。
・子守歌(園伊玖磨)が一番子守歌っぽいし，歌
っている人(米良美一)の声が印象的だった。
5番まである長い歌詞の中で， rむかしむかしよ
きたのはて」としづ歌いだしの歌調が印象に残っ
た。両親が子どもに物語を読んであげているとい
う設定も気に入った。「オーロラ」や「こびと」
という歌詞も他の子守歌とは違う感じがした。色
彩的にも美しい情景が浮かび上がってくる。
(5)授業実践V
題材名 ジョン・ケ}ジの音楽を楽しもう (3時間計画)
~ 自 標
第1時 ジョン・ケージの作品をDVDでを監賞し，感想をま
とめることができる。
①4分33秒②ある風景の中で信満険な夜
④居間の音楽⑤ノ〈リエーションズ:YI@ONE9 
第2時 武満徹の「鳥が道に降りてきた」をD刊で鑑賞し，
ケージの音楽と比較し，感想をまとめることがで
きる。
第3時 意見を交換し，それぞれの考え方を尊重しなが
ら，理解を深めるこどができる。
<生徒の感想から>
・邦人の作品の方が，安心して聴いていられる。
「鳥」を具体的にイメージできるので，曲として
楽しめる。ストーリーを考えることができるの
で，緊迫感があり好きだ。華がある。
・「危険な夜」を聴いて，プリペアドピアノは音色
がとても斬新だ、った。最初は曲には聞こえなか
ったが，だんだん曲として聞こえてきた。独創
性，自由な発想、が窺える。「不思議な音の集合体J
である。何を表現したいのかわからない。少し
狂ったような音が，曲名にある「危険な様子」
を表していた。ピアノなのに弦楽器のような音
だ、った。幽霊が出てくる感じがした。不安な感
じを煽る音とダンスがマッチしていた。ピアノ
の音をアレンジするという発想が面白い。楽章
ごとの変化が興味深い。暗い部屋に一人でいる
感じがした。エンタ}テインメント性があり，
「愛の危機」とし1うものが，プリペアドピアノ
とダンスを通してよく表わされていると思った0
・私はよく探し物をする。「必要なものは，いる
時に見つからず，余計なものが出てきて，そっ
ちに興味をそそられて，結局何時間も過ぎてし
まうJなんてことがよくある。そんな情景を思
い起こさせた。突然，リズムが変わったり，激
しくなったりするところは，余計なものに手を
出してしまって，夜まで時聞がかかってしまっ
て， 1時間がなし¥Jという「焦り」が「危険J
という意味なのかと思った。
・ケージの音楽は，非常に個性的である。偶然性
の音楽というだ、けあって，「2度と同じことが
できなしリということが最大の魅力である。音
楽の作り方を示し，それを実際に演奏する人に
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託し，演奏することを楽しませるような一種の
演出家である。面白い。「何を表現したいのかJ
を突き詰めた時，明確な答えは出てこないが，
それがケー ジの音楽なのだと思う。それがし、い。
どちらもそれぞれ違う魅力を持っているO
<生徒の意見交換から考えたこと>
生徒個々人の好き嫌いや趣味をこえて，それ
ぞれ音楽の特徴をよくとらえてくれたと思う。
ある生徒は，ケージのことを「演出家Jと呼ん
でいるが，よくとらえていると思う。「偶然性J
ということを， 1でたらめJ1ペテン師」とみる
見方も，ケージが生きている聞からあったが，
作曲についての様々な考え方を尊重し，何でも
聴き楽しめるという考え方を学習させることが
できたと思う。
この結果， 1難しい」と毛嫌いされがちな現代
音楽も「これほどんな考え方・作曲技法で、作っ
ているのだろうJなどと頭に描きながら鑑賞の
範囲を広げていければ， 1生涯にわたって音楽を
楽しむJことの端緒となっていくと考えている。
4 考察
生涯にわたって，音楽を愛好する生徒を育てる
授業づくりを目標として，創作，表現，鑑賞の学
習を深く関連づけた，総合的な音楽力を高める指
導のあり方を考え実践した。
中でも，創作活動は表現，鑑賞の学習も含まれ
るものとして意図し，授業実践に取り組んだ。こ
の実践が生徒の達成惑，学習意欲の向上を促し，
生涯にわたって音楽を愛好する基盤形成につなが
っていくことが明らかになった。
具体的には次のようにまとめることができる。
(1)授業実践1の創作については，ほとんどの生徒
の感想において，作詞作曲などにかかわる基礎的
なレベルはクリアで、きたという充実感が感じられ
る。作詞・作曲・発表の学習の前には，出てこな
かった観点(曲想・歌詞・強弱)についてのコメ
ントが出てきている。他の生徒の作品についても
意識していて，さらに良いものを作りたいという
意欲も生まれた。発表のしかたについての振り返
りもあり，聴いている人にしっかりと自分の思い
を伝えようとする姿勢も強く見られた。
(2)授業実践Hの「情景を想像しながら音楽を味わ
おうjでは， 1鑑賞のしかたJについて変化が見ら
れる。第l時の感想は「ストーリーに沿った音の
表現Jについてがほとんどであるが，第2時では，
さらに，使っている楽器にも目を向けている。第
3時では，音の表情や音楽の構造にも目を向けて
味わっている。
音楽を鑑賞し，感想について意見交換をする活
動を重ねることにより，より深く味わう ことがで
きるようになった。
(3)授業実践Eの「最上川舟唄を楽しもうjでは，
歌詞の解釈を基にした 「場面の想像jをク、、ルー フ。
活動で行い，股大根(まっかんだいご)など知ら
なかった言葉の発見があった。それを生かしなが
ら，鑑賞や歌唱を行い， 郷土の人々の生活に思い
を馳せることができた。郷土を愛する心を育てる
総合的な学習の側面ももち，生徒の喜びも大きか
った。
(4)授業実践Wでは， rより生活に密着した民謡J
ということで，山形県内の子守唄を中心に取り上
げた。「穏やかなはずの子守唄がどうして悲壮なの
か」生徒は驚き， r守子jの存在と昔の郷土の生活
を知らせることができた。その思いを歌唱に生か
し，表現することができた。
(5)授業実践Vでは， rジョン ・ケージの音楽Jを
取り上げた。普段ほとんど触れることのない現代
音楽，なかでも 「偶然性の音楽Jはどうとらえて
いいのか，難しいと思われがちであるが，生徒は，
2度と同じことができないことに価値を見出だし，
ケージのことを「演出家Jと位置づけたりなど，
根拠のある考え方をもって，受け止めた。
5 到達点と課題
(1)到達点
題材設定の理由3 到達目標を生徒に対して明確
に示すようにした結果，授業における生徒の意欲
が向上した。
また，学習した知識や技術が次の学習に直接的
に生かされ，音楽の世界が広がってし1く経験を重
ねたことにより， 学習内容の必然性や授業への積
極的な取り組みの必要性を生徒に理解させること
ができた。
生涯にわたって音楽を愛好する基盤形成という
観点から， 幅広く様々な時代，ジャンノレの音楽を
取り上げ，ものの考え方や生活との関連を見据え
た授業を行った結果，音楽だけにとどまらない総
合的な学習となり， 興味 ・関心を大きく向上させ
ることができた。
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どんな題材に対しても，生徒は 「難しい ・古く
さし¥Jとし1う感覚ではなく， しっかりと真撃に向
き合って学習に取り組んでくれた。教師側の真剣
な姿勢の大切さを実感させられた。
(2)翻 E
「少ない授業時間の中で，どのように耕オを精
選し学習効果を上げていくのか」が大きな課題で
ある。
学習指導要領には非常に多くの学習内容が盛り
込まれているが，すべてにわたって学習すること
は時間的な制約が大きく不可能である。 さらに，
それぞれの学校の教育課程の中では，芸v!持ヰの単
位数は削られていく一方である。
そうした状況を踏まえ，豊かな人間形成のため
に芸術教科が必要であり，質の高い授業の実践の
実績づくりが不可欠であると感じている。そのた
めには，校内授業研究会などの機会を積極的に利
用しながら，他の授業を参観するとともに「芸術
科の持つ人間形成にかかわる役割」について，理
解を得られるように， 日々ヰ宵隼していかなければ
ならない。
生涯学習への入り口をどのように作っていくの
か，これからさらに充実した，かつ具体的なカリ
キュラムを作成していくべく，研究を深めていき
たいと考えている。
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